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博士論文の要旨 

 

 本論文では、電気化学測定と組み合わせた表面プラズモン共鳴法を用いたカテコールア

ミン類検出のためのバイオセンサーの構築に関する研究を行った。血中あるいは尿中カテ

コールアミン濃度と，ストレスとの関係性はすでに指摘されており、ストレスフルな社会

環境にある現在、カテコールアミン分析は非常に重要である。バイオセンサーのメディエ

ーターとして機能性導電性高分子であるポリ（アミノベンジルアミン）を電解重合法によ

り金薄膜電極上に作製し、カテコールアミンと特異反応吸着することを示した。導電性高

分子薄膜を電気化学的に制御することにより、カテコールアミンとの特異反応吸着を促進

し、センシング感度の向上を試みた。これにより、元々高感度である表面プラズモン共鳴

バイオセンサーの感度をさらに向上することに成功した。 

 表面プラズモン共鳴分光法として従来用いられてきているクレッチマン配置であるプリ

ズムカップリング法を用いて、カテコールアミン検出について詳細に検討を行った。表面

プラズモン共鳴励起測定法は、金属薄膜／誘電体界面の光学情報を高感度に得ることので

きる測定法である。そして、電気化学装置と組み合わせた表面プラズモン共鳴法の場合、

表面プラズモン共鳴励起のために利用される金属薄膜を、同時に電気化学での作用電極と

しても用いることができるため、金属薄膜表面の光学情報と電気化学情報を同時に得るこ

とができた。  

 以上のことより、本研究は、新たな電気化学表面プラズモン共鳴法や、導電性高分子を

利用したバイオセンサーへの適用など、基礎的・学術的にも重要な内容であるばかりでな

く、実用的なセンサー応用へも有効であることが示された。 

 

 



  

審査結果の要旨 

 

 本論文では、機能性導電性高分子をメディエーターとして用いて、カテコールアミン類

検出のための電気化学測定と組み合わせた表面プラズモン共鳴バイオセンサーの構築に関

する研究を行った。機能性導電性高分子であるポリ（2-アミノベンジルアミン）を電解重

合法により金薄膜電極上に作製した。ポリ（2-アミノベンジルアミン）はカテコールアミ

ン類が特異的に反応吸着するベンジルアミンをその骨格の中に有しており、これにより選

択的な検出の可能性を示すことができた。また、導電性高分子であるポリ（2-アミノベン

ジルアミン）薄膜を電気化学的に制御することにより、カテコールアミンとの反応を促進

することが可能となった。これにより、元々高感度である表面プラズモン共鳴バイオセン

サーの感度をさらに向上することに成功した。本論文の研究成果は、国際的学術雑誌に掲

載されていることなどから、研究水準も十分であると判断する。 

 よって、本論文は博士（工学）の博士論文として十分であると認定した。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


